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13 番 石  田   皆様、おはようございます。 

通告順位７番、議席番号13番、石田照子でございます。 

私は、「デジタル社会をみすえ危険箇所の把握は住民の力を借りて」とい

うことで質問いたします。 

11月11日、「町長と語ろうまちづくり」が終了いたしました。参加者から

は様々な御意見が出され、山北町民の意識の高さを伺うことができた。町の

インフラの劣化や危険箇所を職員だけで全て把握することは難しく限界があ

る。 

そこで、このような住民の力とデジタルを活用して、より多くの目で町全

体を観察してもらったらどうだろうか。限りあるマンパワーを住民の力で補

うことができれば、職員の負担軽減につながるとともに、危険箇所の迅速な

対応が可能になることから質問する。 

１．住民には、散歩や日常生活の中で危険箇所や気になった点、問題ある

箇所を写メに撮って通報していただく。 

町は、通報用のアドレスを用意し、情報を１か所に集約することで、危険

箇所の迅速な対応につなげられるのではないか。 

以上でございます。 

議      長   答弁願います。 

町長。 

町      長   それでは、石田照子議員から「デジタル社会をみすえ危険箇所の把握は住

民の力を借りて」についての御質問をいただきました。 

御質問の「住民には、散歩や日常生活の中で、危険箇所や気になった点、

問題のある箇所を写メに撮って通報していただく。町は、通報用のアドレス

を用意し、情報を１か所に集約することで、危険箇所の迅速な対応につなげ

られるのではないか」についてでありますが、町では月に２回、安全な道路

環境を確保するため、町道のパトロールを実施し、危険箇所の把握に努める

とともに、通報を随時受け付け、閉庁日の電話であっても、緊急の案件につ

いては担当課で対応できるような体制を取っております。 

現在、危険箇所等の通報については、窓口や電話のほかに、町のホームペ

ージなどで町民や観光客の方から担当課へ御報告いただいております。しか



 

2 

し、御質問にあります、写真を添付して通報をする機能はありません。 

一方で、県道の損傷等については、９月からスマートフォンアプリを使用

した道路損傷通報システムの運用が神奈川県で開始され、写真による通報が

可能となりましたが、通報件数については、まだまだ少ないと伺っておりま

す。 

町では、県のシステムの今後の稼働実績等を踏まえながら、費用対効果や

職員の負担への影響等を勘案し、写真による通報の仕組みについての導入も

検討してまいります。 

議      長   13番、石田照子議員。 

13 番 石  田   それでは、本題に入る前に、デジタル社会を見据えたということで、いく

つか町長に見解をお伺いいたします。 

時代はもう想像もつかないようなスピードで進んでおりまして、特にデジ

タル化に関しては、猛スピードで進化をしております。国は、牧島かれん大

臣率いるデジタル田園都市国家構想を模索しております。この構想は、地方

創生の一つの戦略であって、当町にとっては大きなチャンスではないかと考

えております。 

この田園都市国家構想は、デジタル技術の活用により地域の個性を生かし

ながら地方を活性化し、持続可能な経済社会を実現させるもので、デジタル

基盤の整備など、地方のデジタル実装を支援する制度だそうです。まさに、

私たち、当町にとっては非常に大きなチャンスだと思うんですけれども、町

長いかがでしょうか。 

議      長   町長。 

町      長   御質問の意味とちょっと違っていると思うんですけど。今現実、デジリン

とかデジテンとかと言われまして、デジタル田園構想ということで、非常に

今、国のほうでも盛んにやっておりますし、また、この17区の牧島議員がそ

の担当大臣というようなこともございます。そういったような意味で、非常

に山北町としても期待しておりますし、また、その目標であります地域の特

性を生かして経済を回していくというような、そういうようなことは、これ

から非常に大事なことだというふうに思っております。 

議      長   石田照子議員。 
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13 番 石  田   当町にとっても、デジタル化は非常に重要であるというような認識をお伺

いすることができましたけれども。当町でも、ＳＮＳを駆使してツイッター

やインスタグラム、ユーチューブなどを活用して、既にＰＲをしております

ね。また昨日、町長の答弁で、ホームページで発信してもなかなか見てもら

えないというようなことをおっしゃっていましたけれども。まさに、それが、

フォロワー数が意味をしておりまして、フォロワー数は354と非常に寂しい

数字ではありますけれども。 

これはさておいて、町長もインスタグラムをやっておられますよね。私、

やっていないのでお伺いしたいんですけども、情報発信のツールとしてお使

いになっている感触というのはいかがでしょうか。 

議      長   町長。 

町      長   情報発信については、今御案内のように、ＬＩＮＥであるとかインスタグ

ラムであるとか、あるいはフェイスブックであるとか、様々なものが使われ

ていまして、それの日進月歩も非常に速いということですので、それらの中

で山北町に合ったものを情報発信としては使っていかなければいけないとい

うふうに思いますし。また、先日ドコモさんと日立さんがやられたバーチャ

ルのも体験させていただきましたけども、非常に技術がどんどん進歩してい

るということは感じております。ですから、そういったものに合ったような

町の情報発信というのは必要ではないかというふうに考えております。 

議      長   石田照子議員。 

13 番 石  田   また、情報発信だけではなくて、情報収集のツールとしても非常に重要な

存在になっております。このように、デジタルのある社会はもう、私たちの

身近になっていますね。この情報発信のツールとしても、町長は便利にお使

いになっているのではないかと思いますが、いかがでしょう。 

議      長   町長。 

町      長   収集ということについては、当然、今現在、いろいろなメールであるとか、

そういったものが使われて、そして、それが一般的になっているということ

で、なかなか我々の今役所で使っているようなものがすぐにそれに対応でき

るかというと、なかなか今できない状態でございます。 

そういう中で、今後を見据えて、そういったような情報収集も、当然そう



 

4 

いうような方向に進むんではないかというふうに思っております。 

議      長   石田照子議員。 

13 番 石  田   個人的にも情報ツールとして便利に御利用されているんではないかと思い

ますが、いかがでしょう。 

議      長   町長。 

町      長   ちょっと答えになるかどうか分かりませんけども、あんしんメールの双方

向というのは必要じゃないかということで、何度か担当レベルで検討してお

りますけども、なかなか、そこまでいっていないというのが現状でございま

す。多分、これから可能にはなってくるんだろうというふうには思いますけ

ど。山北町では、今現在、4,000名近くの方があんしんメールを使っていた

だいておりますけども、さらに、そういったような双方向で写真等とか、そ

ういったこともできれば、情報収集ができるのではないかというふうに思っ

ております。 

議      長   石田照子議員。 

13 番 石  田   私がこの情報収集のツールとして調べたんですけれども、ＮＴＴドコモモ

バイル社会研究所の2021年１月の調査によりますと、年々日本国内における

スマートフォンの所有率が増加しているそうです。今から11年前の2010年に

は４％程度だったスマートフォンの所有率が、５年後の2015年には５割を突

破し、2019年に８割を超えたそうです。そして2021年には、スマートフォン

の比率は９割を超えたそうです。日本国内のスマートフォン、携帯の所有者

のうち、スマートフォン比率が92.8％になったそうです。ほとんどの方がス

マートフォンをお持ちになっているというようなデータが出ております。ネ

ットでしっかり調べたんですけれども。 

このようなアナログの私でも、気がつけばデジタルの恩恵にあずかってい

るわけですね。データにもあるように、国民の９割以上の方がスマートフォ

ンを利用しているというデータが出ておりますので、このスマートフォンで

情報を提供していただくということは、ごくごく自然なことではないのかな

と感じるんですけども、町長いかがでしょう。 

議      長   町長。 

町      長   当然、どの程度までの情報を連絡していただくか、あるいは、また自分か
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ら当然発信する分には問題はないんですけど、黙っていても、いろんなビッ

グデータが今のスマートフォンでは収集される。例えば、位置情報とか、そ

ういったものも、もう簡単に分かってしまう。そういったようなことについ

て、どういうふうに、これから社会基盤としてやっていくのかというのが、

やっぱり一つの国に対しても、また我々に対しても、我々も考えていかなけ

ればいけないことだというふうに思っております。 

議      長   石田照子議員。 

13 番 石  田   このネット環境には危険性もはらんでいるので、その辺の注意も、行政と

しては、当然、必要かとは思いますけれども。 

また、もう一つ、ネットで調べた情報なんですけれども、危険箇所の情報

提供を呼びかけている自治体というのは結構あるんですね。近隣では、松田

町、秦野市辺りがやっておられます。また、国のデジタルガバナンス実行計

画では、行政のあらゆるサービスが最初から最後までデジタルで完結される

100％デジタル化の実現に向けた取組が進められているそうです。もう100％

デジタル化です。この移行に先駆けて、危険箇所の通報制度というのは、住

民にとっても職員にとっても練習課題というか、その前段階として、非常に

導入するには大きな意味があると思うんですけど、町長いかがお考えでしょ

う。 

議      長   町長。 

町      長   やはり、本当の危険箇所、人命に影響があるような、そういったものにつ

いては、そういったようなことが必要だというふうに思っておりますけども。

そうでないもの、軽微なものについては、やはり慎重にやらないと、あまり

にも多くのデータが来てしまっても対応が、今度は職員に負担がかかるとい

うようなこともございますから、その辺は慎重にやっていかなければいけな

いというふうに思っております。 

議      長   石田照子議員。 

13 番 石  田   危険箇所についてはというような前置きを置いて、それ以外のいろいろな

データが入ってきたら職員の負担になるというような今お話でしたけれども。

私は今回、危険箇所の通報にということで、危険箇所と限定しておりますけ

れども。そうしますと、危険箇所だけを通報していただくようなシステムだ



 

6 

ったら、町長は積極的に導入したいというお考えでしょうか。 

議      長   町長。 

町      長   実際に検討してみないと、ちょっと何とも言えませんけども。いいことだ

けを考えてやるのと、実際に運用をしていく中で、それを皆さんがどのよう

にやっていくというのは非常に違った問題だろうというふうに思っています。

今現在、例えば山北町、ふるさと納税をやっておりますけども、皆さんがふ

るさと納税は知っているけど、じゃあ、どうやって頼むかといって、山北町

を開いてくれる人はほとんどいないわけです。ほとんどポータルサイトから

行くというやり方ですから。要するに、皆さんが仮にそういうような危険箇

所を導入しても、じゃあどうやっていくのかと言われると、やはり普通にあ

るプラットフォームを、どこかを皆さんが使っているところで入っていくと

いうことになるでしょうから、そういった意味も含めて研究が必要だろうと

いうふうに思っています。 

議      長   石田照子議員。 

13 番 石  田   それについては、町の周知方法が一番重要になってくると思うんですね。

周知をしっかりさせれば、そういうシステムがあるんだというような、町民

に認識が行き渡ると思うんです。 

そういう意味では、今、町長から、そのようなお話が出ましたので申し上

げますけれども。コロナでイベントが今なかなかできない状況ではあります

ので、コロナが収束したらという前置きを置きますけれども、イベントのた

びに説明ブースのようなものを設けていただいて、１回と言わず何回も周知

の場を設けていただく。そのような親切丁寧な対応をすれば、町民にもしっ

かりこの通報システムが行き渡るんじゃないかと思うんですよ。 

議      長   町長。 

町      長   最初にも申し上げましたとおり、あんしんメールが双方向にできれば、少

なくともそれだけの人は承知して使っているわけですから、当然、我々の、

要するに受ける側の機能だけをどういうふうにできるかということで、それ

は可能だと思うんですけど。持っていない人に、スマートフォンは持ってい

るけど、どういうふうにやるといったら、やはり電話であるとか、そういっ

たことが普通に行われるんではないかというふうに思います。その辺は、や
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はり研究が必要だろうというふうに思っております。 

議      長   石田照子議員。 

13 番 石  田   スマートフォンの保持者が９割以上というデータが出ていたとしても、私

を含めて、その操作がなかなか使いこなせていない方のほうがほとんどだと

思います、それは確かに。ですから、アプリのダウンロード方法から通報の

方法の一連の流れを機会あるごとに町民に説明していただきたいというお話

を申し上げたんですけれども、もし導入に当たって、そのような対応はして

いただけるようなお考えはございますでしょうか。 

議      長   町長。 

町      長   ちょっと私だけでなくて、担当課のほうからも、ちょっとそういった考え

を聞いていますので都市整備課長。 

議      長   都市整備課長兼新東名対策室長。 

都市整備課長兼新東名対策室長   私もデジタルのほう、あんまり詳しくないんですけども。そういうの、今、

町長の回答にもありましたように、県のほうで、この９月１日から道路関

係、そちらのほうは、スマートフォンから「マイシティレポート」という

アプリをダウンロードしまして、それでユーザー登録することによって、

位置情報ですとか、そういったことをやれるシステムになっておるんです

けども。うちのは今、当然ないんですが、県のほうでも９月から始めまし

て、11月末現在で、送られてきた通報に関しましては、県下で19件です。

県西土木地区に限っては１件ということで。こちらの内容につきましては、

道路に穴が開いているとか、側溝が詰まっているとかというような状況の

あれでございました。 

町のほうも、町長の答弁にもありましたように、しばらく県のほうの様子

を見ていきたいなというところもございますんで、状況によっては、そうい

ったことのシステムといいますか、考えていければと思っております。先ほ

ど議員さんのほうから、私も知らなかったんですが、松田町と秦野市でやっ

ていられるということで、その辺の情報もちょっと仕入れて検討したいと思

っております。 

議      長   石田照子議員。 

13 番 石  田   それでは、ちょっと質問の内容を変えてみます。 
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頂いた回答書によりますと、町では月に２回、パトロールを実施している

という。月に何回もできないので、月に２回しかできないからこそ町民の力

を借りる必要があるのかなと思うんですけれども。それはさておいて、通報

を随時受け付けているというようなことですけれども、通報としては、月に

どのくらいあるんでしょうかね。 

議      長   都市整備課長兼新東名対策室長。 

都市整備課長兼新東名対策室長   通報につきましては、直接窓口のほうにいらっしゃる方と、当然電話もあ

るんですが、窓口に来られる方が多いような気がいたします。自治会長さん

ですとか、一般町民の方もそうなんですけども、月にしますと２件か３件じ

ゃないかなと思っております。 

議      長   石田照子議員。 

13 番 石  田   その内容としては、どのような内容が多いでしょうか。 

議      長   都市整備課長兼新東名対策室長。 

都市整備課長兼新東名対策室長   内容につきましては、やはり多いのは道路の穴埋めですとか、側溝が詰ま

っていますとか、街灯が切れていますとか、草が道路のほうに民地側から

出ていますよとか、そういったものが多いですね。 

議      長   石田照子議員。 

13 番 石  田   緊急の案件については、夜間も受け付けているというような状況のようで

はございますけれども。また次のところで、窓口や電話のほかに、町ホーム

ページなどで町民や観光客の方から担当課へ御報告いただいておりますとい

うことのようですけれども、観光客からは、どのような内容の通報が多いの

でしょうか。 

議      長   都市整備課長兼新東名対策室長。 

都市整備課長兼新東名対策室長   観光客の方から、道路の損傷もございますけども、スズメバチが出ている

とか、そういった情報もいただいております。 

議      長   石田照子議員。 

13 番 石  田   先ほど、草が覆いかぶさっているというようなお話もありましたけれども、

私も町民から通報いただいて、標識に木が覆いかぶさっていて道路標識が見

えないと。あるいは、看板が字が薄くなっていてドライバーから見えにくい

というような通報いただいて、町側に問い合わせて、すぐに対応していただ
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いたことがございますけれども。通報の時間帯とか曜日によっては、どんな

に早く対応しても、２日や３日たってしまいますよね。これがスマホか何か

で通報ができれば、位置も位置情報で分かりますし、写真でどのような状況

かも、そこの現場へ行かなくても把握できるわけですから、早急の対応に結

びつくと思うので、これはやっていけば、町民にとっても職員にとっても非

常に重要なアイテムになると思うんですけれども。 

そこで、次に費用対効果や職員の負担への影響を勘案するとありますけれ

ども、この費用対効果というのは、安全に対しては費用がかかっても、費用

対効果が生まれなくても取り上げるというか、システムを導入する必要は十

分あると思うんですね。例えば、公園の損傷などの場合に、これは場合によ

っては、子どもの大けがや命に関わるような状況もあろうかと思います。こ

ういうことは費用対効果なんて言っていられないで、効果はなくても、お金

に換算できない効果もありますので、早急に対応しなければいけない。こう

いうときに、この通報システムがあれば、町民の安全、子どもたちの安全を

しっかり守ることができると思うのですよ。町長いかがでしょう。 

議      長   町長。 

町      長   おっしゃるように、例えば遊具であるとかというのは、確かにおっしゃる

とおりだというふうに思っています。費用対効果とかということではなくて、

当然、危なければ直すまでの間、使用不可にするというようなことをやって

いるというふうに思っております。 

しかし一方で、そうでない、一番多い、例えば道路がちょっと穴が開いて

いるとか、そういったものに関しては、やはり非常に一般の人が考える、

我々が一般的には埋めればいいだろうみたいに思うんですけど、実際に担当

の、あるいは業者のほうによると、「いや、これは埋めてもすぐ戻っちゃう

から、しっかりこうやらなきゃいけない」ということになると、やはり、こ

こを切り取ったりして、そして、しっかりした補修をかけるというふうにな

りますから、当然、時間、それから費用対効果がかかるということになりま

すので。その辺は、やはり、最初に申し上げたとおり、人命に危険が及ぶよ

うなものについては、もうどういう状態であれ、電話であれ、写真であれ何

であれ対応しなければいけないというふうに思いますけど、人命にさほど影
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響がないものについては、やはり費用対効果も考えながらやっていかなけれ

ばいけないというふうに思っております。 

議      長   石田照子議員。 

13 番 石  田   何か、このようなすばらしいシステムがあるのに、なぜちゅうちょしてい

るのかなと疑問に思うんですけども。多分、町長が心配されているのは、通

報が膨大に来てしまって、その対処に職員が追われてしまったらというよう

な心配もあるかと思うんですね。でも、先ほど月にどのくらいあるのかとお

聞きしたらば、月に二、三件だというようなことをお聞きしております。そ

れで、窓口に来るのが自治会長さんというようなお話ですけれども。なぜ自

治会長さんが窓口に来るかというと、そういう通報システムがないからだと

思うんですね。通報システムがあれば、わざわざ役場まで足を運ばなくても

連絡はできるわけです。ですから、これ、前向きに検討していく必要がある

かなと思うんですけれども、町長いかがでしょう。 

議      長   町長。 

町      長   私も一番先にお願いするのは、やはり自治会長さんだろうというふうに思

っております。今現在、自治会長さんも、そういったような地域要望とか何

かでいろいろな案件、道路も含めて様々な案件、毎年出していただいており

ます。その中でも常に申し上げているんですけども、そういったような緊急

性のあるもの、あるいは簡単な補修であれば、自治会要望によらず、直接担

当課のほうで来てくださいと。あるいは、連絡していただければ、そこを見

に行って、そして一番最善の方法を考えますということで申し上げています。

ですから、一番最初にそういったような連絡をいただけるようなものとして

は自治会長さんが、私のほうとしては、一番先に考えなきゃいけないだろう

というふうに思っております。 

議      長   石田照子議員。 

13 番 石  田   自治会長さんにお願いするのもいいんですけれども、町民が今九百前後、

子どもも入れますといるわけですから、自治会長さんの目で十何人で見るの

と何百人で見るのとでは、やはり情報の収集能力というのは大きく差があり

ますので、これが自治会長さんに限らず、多くの町民の目を、また、皆さん

が持っているスマートフォンを、文明の利器を大いに利用していただきたい
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なと思います。 

そこで、一番最後に、通報の仕組みについての導入も検討してまいります

と回答いただいておりますけれども、検討するというのは、先輩議員にお伺

いしたんですけれども、行政用語で何もやらないことだと聞いておりますけ

れども、この検討していくというのはどのような意味合いがあるのか、ちょ

っと御説明いただきたいと思います。 

議      長   町長。 

町      長   担当課のほうの考えているのと私のと多少違うかもしれませんけど。先ほ

ど言ったように、一つはあんしんメールが一番、町でも一生懸命やっており

ますし、それによる通報なり、あるいは写真ができるかどうかは、まだ分か

りませんけど、そういうようなことが、あるいは自治会長さんというような

ことで。県のほうのやっているアプリダウンロードしてというのは、実際、

高齢化の非常に多い山北町で果たしてそれができるんだろうかと。なかなか

スマートフォンは持っているけども、写真撮ることと通話することと、三つ

か四つしか使っていない。私自身すら四つぐらいしか使っていませんから。

そういった意味では、なかなか新しいアプリに接続して、それを使いこなす、

通報に持っていくというのは非常にレベルが高いというんですか、難しいん

ではないかというふうに考えております。 

議      長   石田照子議員。 

13 番 石  田   だから説明が必要なんですよ。イベントのたびに説明ブースを設けていた

だくと。そして、またアプリを使う方法もありますけれども、ＬＩＮＥでも

通報システム、写真を送って、ちょっとコメントを入れて通報できるような

こともできますので、結構、ＬＩＮＥを使っている自治体が多いので、ＬＩ

ＮＥならば皆さん使っているので、そんなに抵抗はないのかなと思うんです

けれども。その辺の進退は町の手腕、説明力にかかっておりますので、その

辺は町長、あまり心配する必要ないと思うのですけども、いかがですか。 

議      長   町長。 

町      長   実際に私もＬＩＮＥを使っていまして、この間も倒木があったという通報

を写真つきでやって、すぐ対応をいたしましたけど。可能性としては、非常

に、可能性が一番高いのではないかというふうには思っていますけど、それ
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でも全員の人からというわけには、なかなか難しいのだろうとは思いますの

で、その辺は研究していかなければいけないなというふうに思っています。 

議      長   石田照子議員。 

13 番 石  田   ＬＩＮＥなら可能性が高いというようなお話伺いましたけれども、先ほど

の検討しているということについて、ちょっとはぐらかされたような気がし

ますので、もう一回お伺いいたしますけれども。検討するということはどう

いうことなんでしょうか。 

議      長   都市整備課長兼新東名対策室長。 

都市整備課長兼新東名対策室長   いろいろ調査しまして、前向きにやっていくということだと思います。 

議      長   石田照子議員。 

13 番 石  田   前向きにという回答いただきましたので、前向きに導入に向けて取り組ん

でいただけるのだなと理解をいたしました。町長、それでよろしいですか。 

議      長   町長。 

町      長   もともと、もう数年前から、要するに、あんしんメールについては、何と

か双方向型で、そして写真もできないかということで、業者のほうと何回か

打合せをしています。私は、それが一番本当は、ＬＩＮＥももちろん、当然

いいんですけど、ＬＩＮＥをやるということになると、その人たちが全部、

町の特定の、例えば都市整備課なら都市整備課に登録しておいていかなきゃ

いけないというようなことがあるんで、そこのところは受けだけになっちゃ

いますから、どうしてもそこのところは、なかなか実際には難しいんじゃな

いかなと。あんしんメールであれば、ふだんからいろいろな情報発信をして

いて、それも受けるというようなシステムですけど、ＬＩＮＥで、我々から、

その情報で受けるのはいいけど、じゃあ発信するときにどういうふうにした

らいいのかというと、特定の人になっちゃいますし、その辺のところの難し

さというのがあるんじゃないかなというふうに思っています。 

議      長   石田照子議員。 

13 番 石  田   ＬＩＮＥは特定の人になってしまうというようなお話でしたけれども、そ

うではないと思います。町が管理したＬＩＮＥにしておけば、町のほうへ通

報が行くわけですから、特定の人に行くということはまずないと思いますし。

また、あんしんメールを利用したらどうかというのが一番確率の高いような
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お話をされておりますけれども、あんしんメールについても、設定は町のほ

うで、お年寄りには親切丁寧に設定をしていただいて、今の普及率につなが

っているんだと思うんですね。 

ですから、方法はＬＩＮＥにしろ、あんしんメールにしろ、どれでも結構

です。もしＬＩＮＥにするならば、またあんしんメールのときと同じように、

何かの折に町側がセッティングをしていただければ、あんしんメールと同じ

ように普及すると思うんですね。その手法は町側にお任せをいたしますので、

まずは危険箇所の通報システムについては、課長からも前向きに導入の方向

に行きたいというようなお話をいただいておりますので、町長もその方向で

ぜひ考えていただきたいと思います。 

最後に、町民の安全を守るのは町長の責任です。このデジタル化というの

は、当町にとっても非常に大きなチャンスであり、また、町民にとっても非

常に便利なアイテムなんですね。特に、当町のように買物難民だとか交通難

民なんて言われているような地域にとっては、非常に町民にも優しいシステ

ムというんでしょうか、アイテムなのですね。ですから、これは町民のため

にも導入をしていただきたいと思いますけれども、コロナ収束後の社会を見

据えて、町長の鋭意ある決断で前向きに導入していくと理解してよろしいで

しょうか。 

議      長   町長。 

町      長   まず、誤解してもいただきたくないんですけど、とにかく今はデジタル化

が急速に進んでいる。今、私の中で、町がやっている中では、例えばあんし

んメールやＬＩＮＥというのが通常ですけど、これがどんどん変わっていく

んじゃないかというふうに思っています。ですから、一番最善の方法という

のが、これからどういうふうになるか。そして、危険箇所も最初に言ったと

おり、本当に人命に危険があるようなものについては、もうどんな理由であ

っても、電話であれ写真であれＬＩＮＥであれ、どんな形でも、町としては

それに対応していかなければいけないというふうに思っていますけど。そう

でないものについて、どの程度、判断するかというのは、また違った問題だ

ろうというふうに思っていますんで、それらを含めて、一番いい、これから

やり方というのはあるんではないかと。我々も自分でインスタグラムやって
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いて、投稿するときに、かつて北海道の五稜郭で問題になりました、色を変

えちゃうという、ああいったことが簡単にできる今のシステムですから、そ

ういう中で、果たして、どこまでが、例えば写真を見たから、全てが、これ

が情報として正確なのかというのは、やはり投稿する人にとっての考え方と

いうのもあるでしょうし。 

そういったことも含めながら、我々も新しいデジタルのシステムに関して、

様々なことを考えてやらなければいけない。特にマイナンバーとか、これか

ら社会保険だとか、そういったものが統一されていくと。そういう中で、い

ろいろなシステムがあまりにも多くあるのは、やはり使いづらいだろうと。

やはり、できるだけプラットフォームは単純にして、そこから入っていける

ようなシステムがこれから必要ではないかというふうに考えております。 

議      長   石田照子議員。 

13 番 石  田   これで終わりにしようと思いましたけれども、先ほどの町長のお話を聞い

て、ちょっと言いたいことがございますので、言わせていただきますけれど

も。 

最新のシステムだとか、その情報が本当に真実なのかどうかなんて心配し

ていたらば、なかなか導入はできないですよ。まずは始めることが重要であ

り、また、善良な山北町民をぜひ信じていただきたいと思います。 

議      長   町長。 

町      長   ですから、今現在、皆さんが使っている、私なんかも使っているＬＩＮＥ

とか、そういったものが、今でしたら一番可能性はあるということは、当然

我々も承知していますけど、これからのデジタル社会というのは、もっと急

速に行くのだろうというふうに思いますので、その中で、我々は国が決めた

ことにも協力していかなければいけませんので、そういった意味では、マイ

ナンバーとか、そういったものも視野に入れながらやっていかなければいけ

ないというふうに思っています。 

議      長   石田照子議員。 

13 番 石  田   デジタル化には積極的に対応していくというようなお考えかなと思うんで

すけれども。いろんな情報が集まった場合に、やはり優先順位をつけて対応

しなければいけないと思います。それで対応できるものと対応できないもの
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もあると思います。それをしっかりうたっておけば、町民だって「こういう

こと言ったのに何もやってくれないじゃないか」というようなことは起こら

ないと思いますし、たとえ起きたとしても、それはいろいろあるケースの一

つだなと捉えて、後ろ向きな考えじゃなくて、ぜひ前向きに捉えていただき

たいなと思います。 

これで終わりにいたします。 


